
令和３年度 第１回東濃５市社会福祉協議会 

『災害ボランティアセンター合同訓練』 

日にち：令和３年７月１６日（金）  

時 間：午前１４時～１６時    

 場 所：中津川商工会館 ３階   

平成 31 年 3月 28 日に締結した「東濃 5市社会福祉協議会災害時相互支援に関する協

定」の運用の実現に向けた事業として、相互の連携体制を構築・強化するために、東濃 5

市が合同で災害ボランティアセンター設置運営訓練を行う。 

 コロナ過での災害ボランティアセンターの運営方法等、新しい様式を検討し取り入れるこ

とができるような訓練とする。 

１、あいさつ 

２、日程説明 

３、講義 

・新しい生活様式をふまえた災害ボランティアセンターの開設・運営について 

・災害ボランティア登録システムを活用した災害ボランティアセンターの運営について 

認定特定非営利活動法人レスキューストックヤード 代表理事 栗田暢之 氏 

４、質疑応答 

５、事務連絡 

６，あいさつ 

本日の訓練は「令和３年度 安心なまちづくり推進事業」の助成を受けて行っています。



災害ボランティアセンター
合同訓練
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20190917千葉県鋸南町岩井袋地区
令和2年7月豪雨・熊本県人吉市内



熱海市伊豆山付近の土石流
2021年7月3日（土）10:30頃



https://portal.gifugis.jp/sabo/danger/portal.html





7月3日（土）
・「静岡県災害ボランティア本部・情報センター」設置
・第1回情報共有会議（クローズド・静岡県内と県外関係者の一部）熱海市からの参加はなく、まずは持てる情報
を出し合い、最低限、被害がわずかで、ボラセン設置などはないところが明らかになった。

7月4日（日）
・第2回情報共有会議（同上）熱海に現地入りした関係者からの情報提供もあったり、浸水被害の対応としては
富士市・沼津市に応援が必要などが明らかになった。

7月5日（月）
・全国情報共有会議（内閣府・全社協・支援P（中央共募）・JVOAD）静岡県の現状報告（特に熱海市の救助活動
の難航・ボランティアの受入れの見込みなどの共有、神奈川県・千葉県の豪雨による状況の確認ほか）
・「熱海市災害ボランティアセンター」開設（ボランティア登録のみ・救助活動により一般の立ち入りは厳しく規制）

7月6日（火）
・本部からの要請により、JVOAD2名が本部入り
・「富士市災害ボランティアセンター」開設（床上23軒・床下62軒・それでも市民と一緒にしっかり対応したいと市
長に設置を要望し実現。床下技術的指導が必要とのことで、県本部から震つなに派遣依頼、レスキューアシスト
が7日から支援）
・第3回情報共有会議（同上）富士市・沼津市・熱海市の現状共有。

7月7日（水）
・沼津市の対応協議（県社協・市社協・JVOAD・その他）沼津市は市災対本部も未設置、災対本部と連携する市
社協もこのような状態でのボラセン立ち上げには難色を示しているが、住民の不満も募っている。
・熱海市もボランティアニーズは土砂災害被災地での活動は見いだせない、避難所も地域での活動も今のところ
はない、一方で登録ボランティアは1300人超え）

静岡県災害ボランティア本部・情報センターからの情報提供



沼津市関連で、7月7日（水）朝の本部会議で共有された情報（取扱注意・転載等不可）。
・県ボランティア本部からスタッフ3名を派遣（巡回支援）
・全容ではないが、床下248件、床上88件の被害があるが、行政は災害対策本部を設置しない方針
・市で受け付けたボランティアニーズは市社会福祉課が取りまとめ、社協が対応していく流れになっている。
・行政の初動が鈍く住民の不信感が募っている（疲弊しきっていて、聞かれることに抵抗がある）。
・議員からもVCが立ち上がらないのはおかしいとお叱りの声がある。
・議員が日曜後のうちに100世帯まわっている。100世帯の内、97世帯は床上浸水だった。
・議員が回っても住民の声がきつくなっており、社協が今更まわっても無駄であると議員から言われている。
（議員から時機を逸しているのではないかと指摘がある中で、被災者に対しどのようにアプローチしていくべきかを苦
慮している）
・原地区以外にも浮島地区など被害は広範囲に及ぶ。
・避難者が市営住宅に入居はできるが、沼津市の場合は入居する人が掃除をするので、掃除の支援や引っ越し支援
ニーズがある。
・沼津市社協として広くニーズ調査を実施していく必要性は認識している。
・自治会や民生委員と連携した住民へのアプローチが必要
・今後の戦略と実践について支援者の寄り添い支援が必要。

7月8日（木）
・沼津市社協が「地域ささえあいセンター」を設置。その支援のため、県本部から支援P・李氏、災害NGO結に協力依
頼が出され、両者とも同日中に現地入り。

7月9日（金）
・ 第1回ふじのくに災害支援者会議（支援を考えている団体にオープン・200名ほど参加）
熱海市は、登録ボランティアが3千人を超えたが、現段階でも具体的な活動はない（このことを理解してほしい）。避難
所もホテル環境に加え、医療・福祉系の専門団体、県内団体で支援。
富士市は、丁寧に被災者宅を回り、直接支援を進めている（市内対応）。
沼津市は、被災した自治会にセンター設置の周知、ニーズ把握、サテライト開設のための準備など、ようやく動き始
めたところ（市内対応）



豪雨は増える傾向にあります

地球シミュレータによる1900 年から2100 年までの
日本の夏季（６・７・８月）の豪雨日数の変化予測

（日）

（年）

（資料）環境省 http://www.env.go.jp/earth/earthsimulator/05.pdf

2021年

増加傾向

7

2017年九州北部豪雨
2018年西日本豪雨
2019年令和元年8月大雨

房総半島台風
東日本台風

2020年令和2年7月豪雨（コロナ禍）
2021年 7月大雨による土砂災害等（同上）





①ハザードマップで地域の被害予測を確認する

② コロナ禍においては、避難場所を複数考えておく

• 安全が確保できる場合は、自宅や知人・親戚宅等に避難する

• 非常持ち出し品にはマスク・消毒液・体温計・スリッパ・小袋（

ゴミ袋）などの感染症対策品を追加する

③正しい情報を入手し、危険が迫った場合は、早めに避難する

• 自宅に浸水等の危険がある場合は、時期を逃さず避難する

• 隣近所で声を掛け合う

• 避難所では健康チェックを行い、状態別に居住区間を分ける

コロナ渦での災害時の避難の注意点



令和2年7月豪雨
人的被害：死亡82人（熊本65人）・ 行方不明4人（富山1・熊本2・大分1）
遺族の同意等で氏名や年齢等が判明した53人のうち、64歳以下・6人、65 69歳・8人、70代・7人、80
代・24人、90代・8人で、65歳以上の高齢者が9割を占める。

熊本県 住家被害：全半壊4,600棟以上 一部損壊1,400棟以上 床上浸水1,500棟以上

大分県 住家被害：全半壊200棟以上 一部損壊100棟以上 床上浸水200棟以上

福岡県 住家被害：全半壊900棟以上 一部損壊1,100棟以上 床上浸水300棟以上

被害状況
（消防庁10月1日
14:00発表）



写真提供／日本JC（人吉市内）
～KVOADとの情報共有の会議より



災害ボランティアセンター ※HPで要確認 https://www.saigaivc.com/202007/

現在設置している災害ボランティアセンター 2021年1月12日現在



県 開設 終了 計 V数（1/14現在）

山形県 0 7 7 1,697
岐阜県 0 1 1 712
島根県 0 1 1 42
福岡県 0 2 2 1,574
長崎県 0 1 1 357
熊本県 3 9 12 39,143
大分県 0 3 3 4,912

7県 3 24 27 48,437

災害ボランティアセンターでのボランティア数

2017年九州北部豪雨・・・6万人・150団体
2018年西日本豪雨・・・26万人・290団体
2019年房総半島台風・東日本台風・・・20万人・550団体





コロナ禍における災害VC設置にかかる対応

主な感染拡大防止策
登録制、事前チェックシートの提出、ボランティアへの非接触型体温計での
検温、三密を避けた受付・QRコードによる受付、手洗い・手指消毒などの徹
底、被災者との関わり方のガイダンス

• 整理券方式（芦北）…来着時に整理券を配り、受付時間を分散。待機場
所も列を作らず自家用車内などで待機

• 募集範囲の制限（芦北）…県内在住者であっても、２週間以内に感染拡
大地域への滞在歴がある方に対しては受け入れを保留

• 機材の消毒（各市町村）…筆記具、イス、長机、トイレ等のドアノブ、車両
など、接触のある部分は日中に拭き掃除などによる消毒を実施していた

• 立地の選定（八代・球磨）…広く風通しの良い立地を選定し、密閉を避け
る工夫

• 空間利用（八代・人吉）…屋内に配置するスタッフ業務スペースと、屋外
を利用するボランティアオペレーションに使用するスペースを分けた





被災地で活動する際の感染防止対策チェックリスト

１ 健康状態

■体 温 度

■味覚・嗅覚の異常 あり ・ なし

■咳・倦怠感等の症状 あり ・ なし

２ 感染防止対策
新型コロナウイルス感染症対策のため、被災地で活動する際には、

次の点に留意します。 ※以下にチェックをお願いします。

□ マスクを着用します。

□ 休憩時間などは、人と人との距離をできるだけとります。

□食事の前やトイレの後、作業後や屋内への出入の際などは、
こまめな手洗いや手指消毒を行います。

□ 体調管理をしっかり行い、症状が出た場合は作業を控えます。

□ 屋内作業の際は、換気に留意します。

熊本県作成

氏名：

住所：

連絡先（電話番号）：

被災地での活動期間： 月 日 ～ 月 日

「ボランティア（応援職員）の皆様へ」の内容も、十分に確認して
ください。

記入日： 月 日

【参考】
感染防止対策
チェックリスト
（熊本県から
7月15日発出）





コロナ禍における災害VC運営にかかる課題

初動の体制構築の時期に、地元の意向確認、派遣了承といった調整な
どに手間と時間がかかった。

運営スタッフの人員は、ボランティア数が一定程度にとどまったこともあり
、また、積極的に地元人材を掘り起こした結果としてVCオペレーション自
体はギリギリ間に合った

一方で、ニーズ調査、現地確認、相談対応などといった専門性の高い部
分（ニーズ班など）、依頼のマッピングやローラー調査などが遅れた。

ボランティア活動者数は、コロナの影響を考慮しても、全体として低調。
熊本地震時も県内比率が比較的低めであった。
外部からの受け入れは、県内で支え合う機運やしくみ作りが必要。

熊本県や熊本市、県北社協や大学等が積極的にボラバスを出し、有効
だった。しかし、現場との調整が十分ではなかった時期には、ボランティ
アバスありきで受け入れに苦慮する場面もあった（大型車両が通行でき
ない地域へ大型バスを差し向ける・有償ボラを無造作に募集するなど）。
後方支援・広域調整を担う県社協の役割は大きい。



• 原則
– 地元でできることは地元で

• 活動にあたって
– 検温＆記録、自らの体調の観察、
体調不良時の自粛・活動中断・報告
（場合によってはPCR検査など適切
な指示を受ける）

– マスク着用、消毒の徹底（夏場の場
合は熱中症に注意）

– フィジカルディスタンス・咳エチケット
の配慮

– 水分補給・食事・汗拭きタオル等使
用の際の感染防止（他人のものは
NG）

– ボランティア保険事前加入、受付時
間や活動のタイミングの分散への協
力

– 行動記録、接触確認アプリの活用

• その他の留意点
– 着替え場所
– 依頼者の複雑な感情への配慮（医
学的な正確さよりも感情が優先され
ることも）

新型コロナウイルス感染症の対策

荒尾市社協
「令和2年7月豪雨災害ボランティアセンター活動報告書」より

7.新型コロナウイルス感染症の影響
① 通常の災害ボランティア活動においては全国各地からボラン

ティアが参集するが今回は感染症予防のため、参加ボラン
ティアを県内に限る措置をとった。（熊本県の被災地はすべて
同じ状況）

② ボランティアの受付、オリエンテーションは会場の都合もあっ
たが、感染症対策からも屋外のテントで行った。

③ ボランティアの集合時間は午前9時に設定したが、募集人員
が多い日は整理券を配布し待ち時間は車内で過ごしてもらう
など密を防ぐようにした。

④ マッチング会場、資材貸出は体育館を使用したため、マッチン
グは20名までと密を防ぐようにした。マッチング会場の椅子は
入れ替えごとに消毒した。

⑤ 体育館内は大型扇風機で常に換気を行った。
⑥ 使用機材は、返却後必ず消毒を行った。

⑦ ボランティア休憩室は大会議室等も使用し、密を防ぐようにし
た。

⑧ 期間中に荒尾市で感染症患者が発生したため、これ以後は
高校生の参加については保護者の同意を取るようにした。

⑨ 期間中、参加ボランティアから感染症対策に様々なご意見を
いただいた。使用した車両の消毒や休憩室の在り方など、い
ただいたご意見はすぐに実行できるようにしたが、使用できる
部屋の数や室内環境など制限が多かった。



熊本県におけるコロナ関連事項の経緯

月日 事象

7月3～4日 熊本県（県南）・鹿児島県大雨（その後も断続的に大雨）

7月6～8日 長崎県・佐賀県・福岡県・大分県・熊本県（県北）・岐阜県大雨

7月13日 高松市からの応援職員の感染が判明

7月14日 熊本県知事「感染が拡大している地域からの受入れに不安を感じている地元
の皆様の気持ちを大切に、まずは県民の皆様の御協力をお願いしたい」

7月16日 時事通信社カメラマンの感染が判明

7月17日 人吉市長「熊本県外在住の方（公的機関の方及び被災者の家族及び関係者
を除く）の立ち入りを規制」

7月27日 KVOAD・「要請」に対する考え方を公表
7月28日 熊本日日新聞「災害ボランティア「県内在住者限定で」7割」の記事
8月4日 JVOAD・「要請」に対する考え方を公表

11月1日
（～2021年2月末日
でコロナ感染拡大
のため現在は県内）

人吉市災害VCがボランティア募集範囲を九州内に変更。
募集対象は①家屋内補修作業ができる有資格者や経験者（壁はがし、床は
がし、天井はがし、消毒など）、 ②一般ボランティア（家財出し、泥だしなど）
味覚障害、発熱がない、海外渡航歴など参加要件としてチェック項目あり。
事前登録制。申込はフォームから。詳細は HP 参照。



7月28日
熊本日日新聞



ボランティアの皆様へ

人吉市社会福祉協議会では、7月豪雨災害の発生以来、多くの皆様からのご支援をいただきながら、被災された方々の支援活動を継
続させていただいております。ご承知のとおり、発災が新型コロナウイルス感染症の拡大の時期と重なり、当市の医療体制や、被
災された方々への配慮、ボランティアの安全の確保など様々な観点から、人吉市行政当局との協議の末、ボランティアの募集範囲
を熊本県内のみとさせていただきました。これまで、たくさんの県外の皆様から心のこもった支援のお申し出をいただきましたが
、そのご厚意やご要望には、お応えすることができず、大変申し訳なく、心苦しく思っておりました。
このたび、発災から約４か月が経過し、あらためて人吉市内の交通状況、近隣の感染状況等を総合的に判断して、来る11月1日か
ら、熊本県内限定の制限を解除することといたしました。被災された方々は、今なお、家の補修、掃除、家財の廃棄などに、お困
りの方々がおられます。特に、壁はがし、床板はがし、天井はぎ、消毒などの技術をお持ちのボランティアに来ていただきたいと
のご要望が多数寄せられております。
そこで、次の要領で、技術をお持ちの方をはじめ、県外のボランティアの方々を募集いたします。
間近に迫った寒い冬を、被災された方々が安心して過ごせるよう、支援の輪を広げてまいりたいと存じますので、皆様のなお一層
のご理解とご協力をお願いいたします。

【募集要領】
１ 募集の範囲

九州在住の方

２ 募集の対象
(1)家屋等の補修作業等ができる方(有資格者、専門業者(事業所)に勤務されている方、他の災害等での経験者など）
主な活動 壁はがし、床板はがし(フローリング含む)、天井はがし等の高所作業、消毒ほか専門的な技術を要する作業

(2) (1)の補修作業等を除く一般的な作業に参加されたい方
主な活動 泥出し、家財の運び出し、清掃など

３ 参加要件
次のチェックリストの項目の全てが非該当の方
□味覚、嗅覚の大幅な減弱又は喪失
□風邪症状又は37.5度以上の発熱
□２週間以内に感染者又は濃厚接触者との接触
□２週間以内の海外への渡航歴
□２週間以内に不特定多数の参集するイベントへの参加

４ 留意事項
参加については、事前登録制となっております。次の登録専用フォームからお申し込みください。
・登録フォーム https://forms.gle/6GGZD26Yxir96GVR6





新型コロナウイルスの影響下における災害対応について

【基本方針】

1. 被災した地域への支援は、地元の意向に配慮するこ
とを前提に対応を考える

2. 支援は、被災した地域内での対応を中心に考え、原
則として外部からの人的支援は遠隔での対応が主体
となる

3. 現地災害対策本部／行政等からの要請などがある
場合、現地での支援に必要なノウハウをもった支援
者が被災地で活動を行うことがある

（災害の規模等により、現地からの要請ができない状況
に陥った場合や、地域内の共助《助け合い》の能力を超
えた場合においても、現地入りを行う可能性がある）

http://jvoad.jp/guideline/

【令和2年7月豪雨を踏まえた追補のポイント】
① ニーズの把握と支援の見立てを行える体制をつくる
② 災害支援や医療関係者を含めて地元の支援や外部支援の受入などを協議できる体制を
つくる

③ 一般（個人）ボランティアや専門性をもった団体などの支援についてリスクを評価し
対応を考える

④ 要請に基づいて支援を行う団体が遵守すべき事項を確認する



１ 募集及び受付

〇市町村社会福祉協議会は、災害ボランティア募集時に、以下のいずれにも該当しない者であることを示
して募集を実施する。

〇ボランティア受付時には、以下に該当しないことを確認するチェックシートと連絡先（住所、氏名、携
帯電話番号）の提出を求める。

① 発熱､呼吸器症状（咳、のどの痛み、鼻水・鼻づまり、息苦しさ）､頭痛､全身倦怠感の症状がある者

② 嗅覚・味覚に障害がある者

③ 糖尿病、心不全、慢性呼吸器疾患がある者、透析を受けている者、免疫抑制剤や抗がん剤を用いてい
る者、妊婦

④ 海外渡航歴があり、帰国後２週間を経過していない者

⑤ 新型コロナウイルス感染症患者と接触してから２週間が経過していない者

２ 健康状態の確認と感染症対策の徹底

〇市町村社会福祉協議会は、市町村災害ボランティアセンターにおいて、毎日、活動前にボランティア
に対して検温を実施し、発熱や上記①、②の症状がある場合は、参加を止める。

〇ボランティアに対しては、「災害ボランティア活動時の感染症対策について」（別紙）を配布し、感
染症対策を徹底する。

〇市町村社会福祉協議会は健康状態等の確認のため、市町村災害ボランティアセンターに保健師または
看護師を原則、常駐させる。また、感染時に備え、県の保健所との連絡体制を整える。

令和２年９月４日／岐阜県健康福祉部長
岐阜県社会福祉協議会長・各市町村社会福祉協議会長・各市町村長（災害ボランティア担当課）宛

新型コロナウイルス禍における災害ボランティア受入方針について





災害時の主なボランティア活動【水害】

「災害ボランティア用活動資機材調達虎の巻」（2018）支援Pモノ部会より



災害時の主なボランティア活動【土砂災害】

「災害ボランティア用活動資機材調達虎の巻」（2018）支援Pモノ部会より



災害時の主なボランティア活動【地震】

「災害ボランティア用活動資機材調達虎の巻」（2018）支援Pモノ部会より



震災がつなぐ全国ネットワーク
『水害にあったときに～浸水被害からの生活再建の手引き』

●どこまでいつまで乾かせばいいの？

●消毒の方法が分からない

●床下浸水は放っておいていいの？

●り災証明書ってなに？

●フローリングだから床板が外せない

●悪臭とカビが気になる

●業者が来てくれるまでの応急修理。自
分でどこまでできる？いくらかかる？

●田畑に泥、農機具が全滅

●自営業で機材が浸水 など

https://blog.canpan.info/shintsuna/img/E6B0B4E
5AEB3E381ABE38182E381A3E3819FE381A8E
3818DE381AB_E5868AE5AD90E789882021.7.
pdf







丸森町内のこのお宅は新築2年、床上1m以上で「大規模半壊」
リフォームの見積りは「約1千万円」（保険に入っていたから我が家はまだいい。
お隣は入っていないため、とても心配されている。>奥様談）

・左の写真は石膏ボード剥がし。剥がした向こう側の階段の部分にはすでに
カビが発生。
・右の写真は、床下対応で、90cm角にコンパネを切り取ると、床一面の断熱材
が、びしょびしょになっていて、床下には水が溜まっていた。
・コンパネの床下側の面には、やはりカビが発生。

【20191106OJ肥田氏アテンドにより栗田撮影】







プロとボランティアとのすみ分け
DRT（技術系ボランティア団体）@長野県神代断層帯地震・白馬村

黒澤司氏作成



令和元年房総半島台風（台風15号）
停電934,900世帯・断水127,307世帯
屋根瓦・外壁などの損壊・室内外の散乱、雨による二次被害の拡大、通電火災、災害ごみ処理

被害状況

災害ボランティアセンターの開設

千葉県内22箇所・東京都大島町で災害VC・社協VCで受け入れ（9月7日～25日13,980名）。
千葉県情報共有会議（三者連携）

千葉県・千葉県社協・地元NPOらによる現段階での情報共有
と今後の支援策の方向性を確認。約40名参加。
ブルーシート対応会議

圧倒的な被災者ニーズに、県・内閣府・国交省（建設業協会）・

自衛隊・消防・NPOの官民連携が実現し、ブルーシート張りに
対応。技術系NPOによる講習会も開催。





コミサポひろしま



心理（精神）的な被害
【恐怖・不安・寂寥感・認知症の亢進】

物理的な被害
【家屋や家財、生活空間の破壊や汚染】

環境の被害
【地域のシンボル・景観・交通】

人的なつながりの被害
（コミュニティの被害）

【離別・離散・疎遠・機会喪失】

身体的な被害
【負傷・体調の悪化・生活習慣の乱れ】

経済的な被害
【生業の喪失・復旧費用の増大】

これらは相互に関連があり、独立して考えられるものではない
例）精神的な不安から体調を崩す 例）故郷の喪失感や経済的な苦しさから自死を選ぶ

被害は目に見えるものだけではない



泥出し 救援物資の整理・仕分け 技術系による支援 子どもと遊ぶ

炊き出し 要配慮者への支援 足湯 避難所の環境改善

在宅避難者の調査 サロンの開催 仮設住宅への棚の設置 家の再建相談会

多様な被災者ニーズ・多彩なボランティア活動 変化するフェーズ



誰ひとり取り残さない














